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船舶事故調査報告書 

 

                            平成２７年１１月１２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

委   員  小須田   敏 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２６年１１月１６日 ０５時３０分ごろ 

発生場所 鹿児島県口永良部
く ち の え ら ぶ

島野埼北岸の浅所 

 野埼灯台から真方位００４°５００ｍ付近 

（概位 北緯３０°２９.４３′ 東経１３０°０８.８９′） 

事故調査の経過  平成２７年５月２０日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二十七日
にっ

昇
しょう

丸、１９トン 

 ＫＧ２－３６０６（漁船登録番号）、有限会社日昇丸 

 １７.９９ｍ（Lr）×４.６８ｍ×１.３４ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１９０、昭和６０年１０月２８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６１歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 昭和５０年４月４日 

免許証交付日 平成２６年１月１０日 

（平成３１年７月１２日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 両舷ビルジキールに破損、右舷中央部船底外板に破口、キールに凹損

及び擦過傷、シューピースに曲損、プロペラ翼に曲損 

 事故の経過  本船は、船長ほか６人が乗り組み、鹿児島県屋
や

久
く

島北東方沖でのま

き網漁の操業を終え、ＧＰＳプロッターに表示された等深線の情報を

頼りに、‘口永良部島野埼北岸の石浜付近で陸岸から約０.２５海里

（Ｍ）、水深約１０ｍ以下の場所’（以下「本件錨地」という。）に錨

泊する目的で、船長が単独で航海当直に当たり、口永良部島北方沖を

自動操舵により約９～１０ノット（kn）の速力（対地速力、以下同

じ。）で西南西進していた。 

船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターのレンジを適宜切り換えて

使用し、本件錨地まで約３Ｍの距離で、手動操舵に切り換え、速力を

約２～３kn まで減じ、西南西進を続けて、魚群探知機の画面を確認し

たところ、水深の急激な減少を確認した直後、平成２６年１１月１６

日０５時３０分ごろ船底からの振動を感じるとともに本船の行きあし
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が止まったことを認めた。 

船長は、本船が乗り揚げたものと考えて、機関をアイドリング状態

とした後、本船の外部照明を全て点灯し、乗組員全員に船体、機関及

び周辺の点検を行わせ、浸水、漏油などがないことを確認できたの

で、０６時００分ごろ自力で離礁し航行した。 

本船は、離礁後に舵の作動不良が判明し、僚船に造船所までえい
．．

航

されて修理された。 

（付図１ 事故発生経過概略図、写真１ 本船の外観 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期、潮高 約１.１ｍ 

 その他の事項 

 

 本船は、ふだんの喫水が船首約１.０ｍ、船尾約２.５ｍであった。 

 海図Ｗ２１６（南西諸島諸分図第１）によれば、野埼北岸の石浜沿

いには、海岸線から約１５０ｍのところに１０ｍ等深線が記載されて

いる。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、口永良部島野埼の北岸において西南西進中、船長が、ＧＰ

Ｓプロッターに表示された等深線の情報のみで、海底状況の詳細を知

らずに本件錨地を選定したことから、浅所に乗り揚げたものと考えら

れる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、口永良部島野埼の北岸において西南西進

中、船長が、ＧＰＳプロッターに表示された等深線の情報のみで、海

底状況の詳細を知らずに本件錨地を選定したため、浅所に乗り揚げた

ことにより発生したものと考えられる。 

参考 船舶所有者は、本事故後、情報の明確な場所を錨地に選ぶよう、各

船に指示した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・沿岸に接近する際には、船首に見張り員を配置し、直ちに停止で

きる速力とするなどして慎重に操船すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ船の進路 

事故発生場所 
（平成２６年１１月１６日 ０５時３０分ごろ発生） 



 

- 4 - 

写真１ 本船の外観 

 


